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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通し
　　　　　　　　　　　　　　　　　  てでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　     　　
                                                         　　　　　　　　　　　　　　　　     　                  　ヨハネ１４：６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徹底した愛　   マタイ５：４３－４８
愛という言葉は、映画でも文学の世界でも真剣に取り上げられたり、或いは無造作に使われたりして氾濫しているといっていいほど多く使われています。裏返せばそれだけ人々は愛に飢え渇いているといっていいでしょう。愛という言葉はスイートな響きをもっていますが、人間関係において与える面と独占的な面が多く見られます。愛を期待するけれど、どのような条件になっても本当の愛を言葉と行動であらわすことができるかと深く考えさせられます。イエス・キリストは「自分の敵を愛し、迫害する者のために祈りなさい。」とすすめていますが、自分自身を含めて、徹底した愛を貫くことがあなたにとって可能でしょうか不可能でしょうか？

１．人間の愛

人間関係において愛には、肉親の愛、男女の愛、友人愛などがありますが殆んどが条件付きの愛です。人間の愛はその親切も多くの場合見返りを期待し、期待はずれになると愛は憎しみと怒りに変わります。確かにどうでも良いと思われる程度のものならあまり気にならないでしょうが、愛の対象が奪われたとき、愛の強さと深さが大きければ大きいほど憎しみの強さとなってあらわれるでしょう。その激しい葛藤の１例が聖書の中にもあります（創29:1-30:24）。人間の愛は美しいものであっても、罪の性質が絡んでくることによってややこしくて厄介なことになってきます。人間関係のトラブルは、個人同士でも、団体でも、国家間における紛争もその大元は真の愛の欠如によるものです。そこに神の愛が必要です。
２．隣り人と敵
隣り人とは旧約の中に「親しい仲間」、「同輩」、「近い者」、「共に住む者」などの意味がありますが、ユダヤ人の指導者たちがいう隣り人とは神の選民であるイスラエルの民であると限定しました。イエス・キリストがいわれる隣り人とは、人種国境を越えて必要の中におかれている全ての人が隣り人であると教えられました（ルカ10:25-37）。ユダヤ人の指導者がいう敵とは、異邦人の偶像問題などが原因となって（出エジプト23:24、33） おもに異邦人をさしていました。現在の世の中でも敵とか味方とかいう表現で現実の問題がありますが、特にここの聖書の箇所では 「迫害」 という言葉が強調されています。嫌いな人だとか苦手な人のレベルではありません。今でもある国では激しい迫害がありますが、当時の迫害はその人の人生観をくつがえすためにその信仰を追求して害を加え、むち打ち、石打ち、火あぶり、十字架など非情残酷極まりない刑罰でした。イエス・キリストは十字架につけられたとき 「父よ、お赦しください。彼らは、何をしているのか自分でわからないのです。」(ルカ23:34) と執り成しの祈りをされました。敵というときに普通トラブル関係にある人間を思い浮かべますが、相手が悪い場合もあれば自分が悪い場合もあるし、そして両方である場合もありますが、自分の尺度で測りがちです。そこに神からの光に照らされて、本当の敵は人間を罪に陥れる悪魔であることを自覚する必要があります（エペソ6:10-20、黙示録12:7-12）。十字架の死と復活によって死と悪魔に打ち勝った勝利者イエス・キリストを味方につけることによって不可能が可能とされます。 
３．真の愛の働き
神は全知全能で全ての面で完全なお方であられるが、この箇所でいわれている完全とは神と同じ完全な者になりなさいといっていることではなく、神のかたちにかたどられて造られた人間が、設計者であり創造者である神の目的を十分果すために神の愛に基づいて人を分け隔てなく愛していくことです（人がしている悪や悪魔をも愛するという意味ではありません。）。なぜなら神は愛であられるからです（Ｉヨハネ4:8）。ただ我慢して自分の力で耐えようとするのでなく、イエス・キリストによって心が新たにされ、聖霊によって神の愛が注がれることによってイエス・キリストの心を心として(ローマ5:5-8、Ｉヨハネ3:16）すすんで 神の愛を実践していく力が与えられます。自我が砕かれて十字架にあらわされた神の愛を本当に体験したときに、神御自身が内側で働いてくださり、新生、聖化、愛化、栄化の過程を経ていきます。
 「・・・『心を尽くし、思いを尽くし、知力を尽くし、力を尽くして、あなたの神である主を愛せよ。』 これが大切な第一の戒めです。
 『あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ。』 という第二の戒めも、それと同じように大切です。』・・・」 マタイ22:36-39　　　　　
　私事になりますが、私は長年レークサイド教会に仕えてまいりましたが、２０１１年８月３１日をもって、シカゴ・レークサイド教会の日本語部の牧師を引退することになりました。１９６４年にシカゴに来てレークサイド教会に導かれ、翌年に主の恵みによって救いに与り、その後主任牧師となるまで２８年間葛原千秋牧師のヘルパーとして奉仕させていただきました。１９９３年に葛原千秋牧師が引退された後、後継者として日本語部の牧師として仕え、主の憐れみと皆様のご支援と祈りによって支えられて今日までくることができたこと、感謝しています。今後のレークサイド教会の日本語部は、トリニティー神学校で学びをつづけながら過去１年近く協力してくださった大嶋愛三神学生が、今後しばらくリーダーシップをとってくださることになりました。私もメッセージのご用を月１回の割合でさせていただきますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
　レークサイド教会は今後も主とその恵みのみ言葉に立ってイエス・キリストの 「大宣教命令」（マタイ28:19、20）の達成を第一にして、地の塩、世の光の役割を果しつつキリストのために人生と世界を変えていくビジョンをもって、成長発展していくことを願っています。今後もつづいてレークサイド教会のために祈り、ご支援のほどよろしくお願いいたします。　　　　＜鈴木光夫＞
